『 龍 士 パ ワー ボッ クス 』 





イン スト ー ル マニ ュ ア ル 


時 イン スト ー ル を 行う 前 に (ご 注意 ) 

例 『 弟 王 パ ワー ボッ クス 』 を イン スト ー ル する と 、 そ れ ま で 「 態 王 
三国 志 (単体 ) 」 を 起動 する た め に 使用 し て いた 「 起 動 デ ィ ス ク 」 
は 使用 で きま せん 。 

@ 『 能 王 パ ワー ボッ クス 』 を イン スト ー ル する と 、 そ れ ま で 「 能 王 
三國 志 ぶ 」 で セー プ さ れ て いた デー タ は 、 一 切 介 用 で きま せん 。 

@ 『 衣 王 パ ワー ボッ クス 』 の イン スト ー ル プロ グラ ム は 、 自動 約 に 

「 能 王 三國 志 」 の 存在 する ドラ イブ ・ デ ィ レ クト リ を 検索 し 、 フ 
ァイル を 転送 し ます 。 万 一 、「 衣 王 三國 志 」 の 存在 する ハー ド デ 
ィ ス ク の 空き 容量 が 11 M バ イト 未満 の 場合 イン スト ー ル が で きま 
せん 。 そ の ドラ イブ の 人 不 必要 な ファ イル を 削除 し 、 喘 を 王 パ ワー 
ボッ クス 』 を イン スト ー ル の に 可能 な 容量 (11 M バ イト 以上 ) を 
確保 し て 下さ い 。 





語ら 雪 な 物 
@ フ ロッ ピー ディ スク xX 1 枚 
る る ハードディスク 空き 容量 11M バ イト 以上 
(「 龍 王 三國 ま 」 本 体 の 存在 する ドラ イブ に 限り ます 。 ) 
QEC 社 製 MK-DOS に 付属 し て いる MS ドラ イ バ 等 。 
つっ ご 使用 の 換 重 ・MS-DOS の バー ジョ ン に より 必要 ファ イル が 違い ます 。 
| | 上 WW80289 |CU80386 以 上 


※CPU 80286 で は 、 NS-DOS Ver.6.2 は 使用 で きま せん 。 







| 
イン スト ー ル を 行う 前 に 以下 の 事項 を 6 覆し て 下さ い 。 
1) ご 使用 の 挫 剰 よ ? 
2) 「 起 動 デ ィ ス ク 」 用 フロ ッ ピ ー(1 枚 ) は 、 準備 し まし た か ? 
3) ご 使用 の ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 は 十分 で すか ? 
4) ご 使用 ハー ド デ ィ スク の DOS の バー ジョ ン は ? 
5)「HIMEM.SYS 」「BMM385.EE」 等 の ファ イル が 存在 する ドラ イブ 
また は 、 ディ レク トリ は ? 
な お 、 当 ソ フト の イン スト ー ル に 際 し て は 、 必ず NEC 社 刺 MS-DOS を 
使用 し て 下さ い 。 また 、 メ モリ 管理 効率 の 良さ か ら 、 ご 使用 の KS-DOS 
は Ver.5.0 以上 を お 勧め し ます 。 


園 イ ンス トー ル 作 業 の 流れ 
以下 に 、 導入 か ら 起動 まで の 流れ を 説明 し ます 。 必ず お 分 か り に な 
る まで 良く 読ん で か ら 、 作 業 を 行っ て 下さ い 。 
1) 『 区 王 パワ ー ボ ックス 』 用 「 起 動 デ ィ ス ク 」 の 作成 
2)「 起 動 デ ィ ス ク 」 から の 再起 動 
3)「 起 動 デ ィ ス ク 」 と 「 ゲ ー ム ディ スク 在 1 」 の 入れ 替え 
4) イ ンス トー ルプ ログ ラム 起動 
5) イ ンス トー ル 先 ハー ド デ ィ スク ドラ イブ の 確認 と 実行 
6) 転 送 終了 
7)「 デ ィ ス ク 井 3」 と 「 起 動 デ ィ ス ク 」 の 入れ 替え 
8) 使 用 換 重 の 選択 
9) 使 用 MS-D0S の バー ジョ ン 確 認 
10) イ ンス トー ル 終 了 
11) 必 要 フ ァイル (BS 等 ) を 「 起 動 デ ィ ス ク 」 へ コピ ビー 
12) 再 起動 ・・・ 中 E 王 パワ ー ボ ックス 』 自動 的 に 起動 し ます 。 


証 イ ンス トー ル の 実行 
作業 の 流れ が お 分 か り に な り ま し た ら 、 肛 味 に 行っ て み ま し ょ う 。 

① ま ず 始 め に 路 E 王 パワ ー ボ ックス 』 専用 「 起 動 デ ィ ス ク 」 を 作成 し 
ます 。 新品 の フロ ッ ビ ピー ディ スク を 1 枚 用 意 し て 下さ い 。 
以下 の (1)(2) い ずれ か の 方 法 で 作成 し ます 。 

《(1)S-DOS 使用 の フォ ー マ ッ ト の 記法 9 

念 ハ ー ド ディ スク か ら MN-DOS を 起動 し 、 プロ ンプ ト ( 必 ) の 状態 に し 
ます 。 (プロ ンプ ト ( め ) の 状態 に する 方 : 隷 よ 、 各 和 機種.WS-DOS 等 の マ 
ニュ アル を ご 参照 下さ い 。 ) 
る Qe この 状態 か ら 、 以 下 の よ うに 入力 し 、 フ ォ ー マ ッ ト を 行い ます 。 


A>FORMAT ム へ: /S[RET] 
+ 


(人 ム は 、 フロ ッ ピ ー の 入っ た ドラ イブ ) 
で き あ が っ た ディ スク を 「 起 動 デ ィ ス ク 」 と 呼び ます 。 
《(2)KS-WINDOWS 使 握 の フォ ー マ ッ ト の 方 法 》 

@\S-WINDOWS を 起動 し 「 フ ァイル マネ ー ジ ャ 」 を 開き ます 。 

る メニ ュー バー の 「 デ ィ ス ク (D)」 を クリ ッ ク し プル ダウ ン メ ニュ ー 
を 開き ます 。 

@ 「 フ ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト (F)...」 を クリ ッ ク し 、「 フ 
ロッ ピー ディ スク の フォ ー マ ッ ト ダ イア ログ 」 を 開き ます 。 

⑧ 新 品 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を ドラ イブ に セッ ト し 、「 ド ライ ブ 
(D)」 で フロ ッ ビ ピー ドラ イブ を 選択 し ます 。 

@ 「 シ ステ ム デ ィ ス ク に する (M) 」 チェ ッ ク ボ ックス を チェ ッ ク し 、 
シス テム ディ スク に する よう 設定 し ます 。 

@「OK」 を クリ ッ ク し 、 シス テム ディ スク を 作成 し ます 。 
で き あ が っ た ディ スク を 「 起 動 デ ィ ス ク 」 と 呼び ます 。 


② 「 起 動 デ ィ ス ク 」 が で き あ が っ た ら 、 フロ ッ ビ ピー ドラ イブ に 「 起 動 
ディ スク 」 を セッ ト し 、 本体 リセ ッ ト ボ タン を 押し て 下さ い 。 フ ロ 
ッ ピ ー か ら MSDOS が 起動 し ます 。 (フロ ッ ビ ピー ドラ イブ か ら の 起動 
方 法 に つい て は 、 本 体 の マニ ュ ア ル を ご 参照 下さ い 。 ) 

③ プ ロン プ ト ( め ) の 状態 に な っ た ら 「 起 動 デ ィ ス ク 」 を ドラ イブ か ら 
抜き 哨 E 王 パワ ー ボ ックス 』 の 「 デ ィ ス ク # 1 」 に 入れ 替え ます 。 
入れ 替え た ら 以下 の よう に 入力 し 、 イ ンス トー ル を 開始 し ます 。 


A>TINST[RET] 


④ 叶 を 王 パ ワー ボッ クス 』 イ ンス トー ルプ ログ ラム が 起動 し ます 。 
プロ グラ ム が 起動 する と 、 以下 の メニ ュー が 表示 され ます 。 「 
る Q イ ンス トー ル … 『 区 王 パワ ー ボ ックス 』 の プロ グラ ム を ハー ド デ 
ィ ス ク に 展開 し ます 。 
⑧ 挫 種 交 更  … 村 里 ・MS-DO0S バー ジョ ン 等 の 設定 を 、 作成 し 
た 「 起 動 デ ィ ス ク 」 に 登録 し な お し ます 。 


⑤『 イ ンス トー ル 」 を 選択 し 、[RETURN] キ ー を 押し ます 。 [ 
⑥ す る と 、 ハ ー ド ディ スク 内 の 「 龍 王 三 國 ま 」 ゲ ー ム 本 体 の 存在 する 
ドラ イブ ・ デ ィ レ クト リ お よび 、 空き 容量 を チェ ッ ク し 、 確認 メッ 
セー ジ が 表示 され ます 。 
(⑦ 表 示さ れ た ドラ イブ ・ デ ィ レ クト リ で 且 違 いな いと き は 「YES」」 
に カー ソル を 合わ せ [RETURN] キ ー を 押し ます 。 
この 時 、 万 一 、 ハー ド デ ィ スク の 空き 容量 が 不足 し て いる 場合 は 、 
その 旨 が 表示 され 、 イ ンス トー ル が 中 止 さ れ ま す 。 [ 
ぐ ご 注意 > あら か じ め 「 能 王 三國 寺 」 ゲー ム 本 体 が イン スト ー 
ル さ れ て いな いと 、 当 ソフ ト は イン スト ー ル で きま せん 。 
⑧ 画 面 内 に 、 パー セン ト 表 示 バ ー が 現れ 、 次 々 と ファ イル が ハー ド デ 
ィ ス ク に 展開 され ます 。 






⑨ 「 デ ィ ス ク # 1 」 が 終了 し た ら 、 画面 の 指示 に 従い 「 デ ィ ス ク # 2」 


を 入れ 何 か キ ー を 押 し ます 。 以下 同 半 に こ 「 基 3」 の ディ スク を 指示 
に 従い 入れ 替え て 下さ い 。 

⑩「 若 1 」 て 「 井 3」 ま で の 全て の ファ イル が 展開 され る と 、 最後 に 
「 起 動 デ ィ ス ク 」 を 入れ る よう に 指示 が 表示 され ます 。 ド ライ ブ に 
入っ て いる 「 デ ィ ス ク 井 3」 を 取り 出し 、 先 に 作っ た 「 起 動 デ ィ ス 
ク 」 を 入れ 、 何 か キー を 押し ます 。 (この 時 「 起 動 デ ィ ス ク 」 の ライ 
ト プ ロ テク トノ ッ チ は 『 書 き 込み 可能 』 な 状態 に し て お いて 下さ い 。) 

(⑪ 寺 比 の 選択 画面 が 、 表示 され ます の で [ 人 ][ !] キ ー で カー ソル を ご 
使用 の 糧 逢 こ 合 わせ 、[RETURN] キ ー を 押し ます 。 

⑫MS-DOS 選択 画面 が 表示 され ます の で [ 人 ][ ! ] キ ー で カー ソル を ご 使 
用 の バー ジョ ン の MS-DO0S に 合わ せ 、 [RETURN] キ ー を 押し ます 。 


| ⑬ 凌 愉し た 村 し MS-D0S の バー ジョ ン に より 、 そ の 内容 を 自動 9 に 


「 起 動 デ ィ ス ク 」 に 登録 し ます 。 
(「CONFIG.SYS」「AUTOEXEC.BAT」 を 自動 作成 し ます 。 ) 
⑩⑭ 計 庄 に 『 意 王 バ ワー ボッ クス 』 起動 の た め に 必要 な ファ イル を 「 起 
動 デ ィ ス ク 」 に コピ ー し て 頂き ます 。 それ ら の ファ イル (日 $6 ドラ イ 
バ 等 ) の 名 称 が 1 ~3 全 表示 され ます の で 、 メモ を 取っ て お く な ど し 
て 忘れ な いよ うに し て 下さ い 。 
⑮ プロンプト ( ん ) に 戻れ ま 、 イ ンス トー ル 作 業 は 終了 で す 。 


⑯【 重 要 】 = 起 還 圭 に 必要 な ファ イル を 「 起 動 デ ィ ス ク 」 に 転送 = 

路 E 王 パワ ー ボ ックス 』 は 、 プ ログ ラム の 実行 時 に HMS が MB 必要 

で す 。 その た め 、 イン スト ー ル 終了 俊 、「 起 動 デ ィ ス ク 」 に BS ド 

ライ バ プ ロ グラ ム を コビー し て いた だ きま す 。 

ご 使用 の 機 守 ・MS-D0S の バー ジョ ン ・ ご 使用 の 3 舞 者 に よっ て 異な り 

ます が 、 こ こ で は NM-DOS Ver.5.0 に 収め られ て いる 「HIMEM.SYS」 

と 「BMMG86.PE」 を 「 起 動 デ ィ ス ク 」 に コビー する 際 の 具体 的 な 例 

を 以下 の 通り 示し ます 。 

《(1)MSDOS 使 重き の コピ ビー の 方 法 》 

@ 只 Eg 王 パワ ー ボ ックス 』 の イン スト ー ル が 終了 し 、 プロ ンプ ト ( ム ん ) 
の 状態 に な っ て いる も の と し ます 。 

舘 また 、 以 下 の よ うな 環境 で ある も の と し ます 。 


フロ ッ ピ ー ド ライ ブ 1 基 、 ハ ー ド ディ スク 1 基 ( 3 分 割 ) 
この よう な 場合 、 フ ロッ ビ ピー ドラ イブ は A: 

ハー ド デ ィ スク は B: 

ハー ド デ ィ スク #2 は C: 

ハー ド デ ィ スク 3 は D: と な り ま す 。 

記 の ドラ イブ D: の ディ レク トリ 「 や DOS」 内 に 「HIMEM.SYS」 

「EMM386.EE」 が 存在 する 場合 、 以下 の 村 こ し て 、 こ れ ら を 「 起 
動 デ ィ ス ク 」 に コビー し ます 。 


A>COPY D :\DOS\HIMEM.SYS A:[RET] 
A>COPY D:\DOS\\EMM386.EXE A:[RET] 


⑰ ト 記 の ファ イル の コピ ー が 無事 終了 し た ら 、 すべ て の 作業 が 終わ り 
で す 。 あと は 、 本 体 リ セッ ト ボ タン を 押し 、 再起 動 し て 下さ い 。 自 
動 的 に 路 E 王 パワ ー ボ ックス 』 が 起動 し ます 。 


《(2)S-WINDOWS 発明 $ の コビー の 方 溢 
念 診 E 王 パワ ー ボ ックス 』 の イン スト ー ル が 終了 し て 、 パ ソコ ン 本 
体 を 再起 動 し 、 MS-WINDOWS の 状態 に な っ て いる も の と し ます 。 
登 ま た 、 以 下 の よ うな 環境 で ある も の と し ます 。 
フロ ッ ピ ー ド ライ ブ 1 基 、 ハー ド デ ィ スク 1 基 ( 3 分 割 ) 
この よう な 場合 、 ハー ド デ ィ スク 計 は  A:(WINDOWS 有り ) 
ハー ド デ ィ スク 2 は B: 
ハー ド デ ィ スク 失 3 は C: 


フロ ッ ピ ー ド ライ ブ は D: と な り ま す 。 


前 述 の ドラ イブ A: の ディ レク トリ 「\DO0S」 内 に 「HIMEM.SYS」 と 
「EMMG86.BE」 が 存在 する 場合 、 以下 の 様 こし て 、 これ ら を 「 起 
動 デ ィ ス ク 」 に コビー し ます 。 

@\MS-WINDOWS の 「 フ ァイル マネ ー ジ ャ 」 を 開き ます 。 

信男 面 向 か っ て 左側 の 「 デ ィ レ クト リ 表 示 エ リア 」 内 に 表示 され て 
いる ディ レク トリ の !\DOS」 を クリ ッ ク し ます 。 

る ③⑧ す る と 、 画面 向かっ て 右側 の 「 フ ァイル 表示 エリ ア 」 内 に た くさ 
ん の ファ イル が 表示 され ます 。 

人 表示 され た ファ イル の 中 か ら 「HIMEM.SYS」 を 探し 出し ます 。 
(メニ ュー バー の 「 フ ァイル (F)」-「 検 索 (H) ... 」 で 検索 する フ 
ァイル 名 を UHIMEM.SYS』 に 、 検索 する ディ レク トリ を WWD0S』 と 
し 、「OK」 を 押す と 、 簡単 に 探し 出せ ます 。 ) 

念 「HIMEM.SYS」 を 探し 出し た ら 、 そ こ に に マウ スカ ー ソ ル を 合わ せ 、 
マウ ス の 左 ボ タン を 押し っ ぱな し に し ます 。 ( ドラッグ ) 

る ⑧@ そ の 状態 の まま 、 メニ ュー バー の すぐ 下 に ある ドラ イブ マー ク ( ス 
イッ チ ) の 中 の 「 起 動 デ ィ ス ク 」 の 入っ た フロ ッ ピ ー ド ライ ブ ( こ 
の 場合 D:) の 所 まで 、 マ ウス カー ソル を 移動 し 、 マ ウス の 左 ボ タ 
ン を 放し ます 。 (ドロ ッ プ ) 

介する と 、 確認 ダイ アロ グ が 表示 され ます 。 間違い な けれ ば 「 は い 
(Y)」 を クリ ッ ク し 、 コ ピー を 実行 し ます 。 

全 庄 凌 こ 「BM4G386 . DPE」 の コビー を 行い ます 。 

27 イ 4 ティ 220D) ディ ルル クト リ JT) 表示 (WV) わ " シ ジョン (O) 

A:YDOSY*.* 



















9 ウ 77 ト 9(WY へ 47 "77H1 


> 










ー ソ ル を 合わ せ 、 左 ボタ \ 
ン を 押し た まま に し て 動 
か し 、 フ ロッ ピー ドラ イプ 

の 所 (d ドラ イブ ) で 放す 。 
help.exe 


らら oe の の らら らら いぶ 


[| find.exe 
[ format.exe 













[ label.com 


⑰F 記 の ファ イル の コピ ビー が 無事 終了 したら 、 すべ て の 作業 が 終わ り 
で す 。 あと は 、 一旦 内 -WINDOWS を 終了 させ て か ら 、 本 体 リ セッ ト ボ 
タン を 押し 、 再 起動 し て 下さ い 。 自動 的 に 喘 を 王 パ ワー ボッ クス 』 
が 起動 し ます 。 


還 イ ンス トー ル が うま く 行 えな か っ た 場合 


万 一 、 上 記 方 法 で イン スト ー ル が うま くい か な か っ た 際 は 、 以下 の 
状況 を 詳し く 明 記 の 上 、 郵送 また は 、 FAX 等 で 弊社 龍 [RON] ま で お 問 
い 合 わせ 下さ い 。 
. ご 使用 の 機種 (PC9801 な /PC9821# 型番 まで ) 
2. ご 使用 の S-DOS の バー ジョ ン 
3. HD 分 割 散 (パー テー ショ ン 数 ?) 
4. フ ロッ ピー ドラ イブ 数 ( 何 基 か ?) 
5.「HIMEM.SYS」 の 存在 する ディ レク トリ 
6.「BM386.DE」 の 存在 する ディ レク トリ 
7. メ モリ 容量 (リセ ッ ト 時 画面 左上 に 表示 され る 640KtOOOB) 
8.「 起 動 /" イ 722」 の 内 容 (DIR コマ ンド で 表示 ) 
9.「 起 動 ア "7 人 2」 の 「CONFIG.SYS」 内 容 (TYPE コマ ンド で 表示 ) 
10. ! 起 動 7*722」 の 「AUTODEC.BAT」 内容 (TYPE コマ ンド で 表示 ) 
FAX:03-3232-7407 
TEL:03-5272-1770 
(MS-DOS、 NS-WINDOWS は 、 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 。 ) 
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